
大きな背もたれのついた

ゆったり座れる「ベンチ」です。

正面図
B-B

内から見た側面

１×４材を貼り合わせたゆったりとし
た背もたれつきのベンチです。大きな
ベンチですが、材料代もあまりかから
ず一人で作ることができます。
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A-A
側面図
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工程１ 脚の部材７、４のカット及び貼り合わせ
部材７、４は、”もでりん”の材料取り図では別々に切り出しています。ここ

では８００mmに切り出し図－アの寸法で斜めにカットしました。

カットした部材７を図－イのように反転させ、カットした面に木工用ボンドを

塗り、図－ウのように貼り合わせます。

ワンポイント

作業台の上や平らな所で段差のないように貼り合わせましょう。

組み立て 、貼り合わせの工程は、材料取り図のカラー及び番号に従って行って下さい。

主に使用する道具

ライフソー265、ソーガイド、クラフト145、

インパクトドライバー、木工クランプ

木工用ボンド、サンドペーパー

コンベックス、曲尺等

１．材料を切りそろえる

材料を切りそろえる前に
木口は粗く直角が出て
いないものが有ります。
５mmほど直角にカットし
ましょう。

2．脚を組み立てる

材料取り図に従って部材を
切りそろえましょう。



工程２ 部材６のカット及び部材４、７との貼り合わせ

部材６は材料取り図には７４°としていますが実際は図－ウにあるＳの角度を測

り、その角度で部材６をカットします。角度切りした後、部材４、７に沿って部材６を

木工用ボンドを塗り貼り合わせ木ネジで止めます。Cの部分を反対側の部材４に

合わせて切り取って下さい。

反対側も同じ要領で組み立てていきます。

注意

脚は左右対称です。同じ方向に組まないよう注意して下さい。
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工程３ 部材１１、１２の貼り合わせ
部材５が入る間隔を空けて部材１１を貼り合わせます。

同じように部材１０が入る間隔を空け部材１２を貼り合わせます。

貼り合わせは木工用ボンドを塗り、木ネジで留めます。

ワンポイント

①部材５、１０が入る間隔を空けるのには実際に使用する部材

５、１０を仮に挟んで位置決めをします。

②部材１２を貼り合わせる場合、外側の脚に合わせるため部材

１２は材料取り表の寸法より５㎜程度長く切り出し最後に出た部

分をカットします。

③ボンドを塗りすぎると、はみ出したボンドで仮に挟んだ部材５、

１０もくっついてしまうのでボンドの量に気をつけて下さい。

注意

左右対象になります。同じ方向に組まないよう注意して下さい。

後脚部分

図－オ 図－カ

工程４ 残りの脚の仮組・貼り合わせ

当て木を作業台に固定します。組み立てた後

脚と部材８、９を図－キのように並べます。部

材８、９を並べることで、５、１０と前脚側の

１１、１２の位置が決まります。

５、１０、１１、１２のそれぞれの位置を確認し

ます。脚の位置決めができたら、はじめに部

材５を後脚に固定します。後脚からはみ出さ

ないように押さえ、クランプで固定し８、９に

木ネジで留めます。続いて前脚側の部材１１後

脚側の部材１０を留めます。隙間に１×４材の切れ端を仮に入れ、前脚側の部材１０を取り付けます。最後に前脚側の部材１２を取り

付けて脚の組み立ては終了です。貼り合わせは必ず木工用ボンドを塗って下さい。脚の組み立てで使用した木ネジはすべて長さ３２

㎜です。

ワンポイント

組み上がった脚の木口の角は120番のサンドペイパーで磨いておきます。背板を取り付ける側の裏側の（図－ケＤの部分）角は大き

く丸くするとよいでしょう。当て木は１×４を使用します。

図－キ 図－ク



工程５ 部材３の取りつけ

作業台に当て木をクランプで固定し、当て木に片側の脚をクランプで固定して立たせ

ます。部材3を挟み反対側の脚から接着し、木ネジで止ます。木ネジは長さ５０～６０

㎜を使用して下さい。同じように反対側も木ネジで留めます。

ワンポイント

木ネジが長いのでしっかりと中心に墨つけしてから下穴を開けることがポイントです。

工程２ 背板の取り付け
背板は一番上の後脚の上部と合わ

せる様に留めます。下の二枚は３０

㎜の間隔を開けて木ネジで留めま

す。

E部分（部材１２）のずれはクラフト１４５（埋木切りノコ）を使って飛び出した

部分をカットします。

図－コ

３．座板、背板を取り付ける

図－サ

図－シ
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工程１ 座板の取り付け

座板は前脚から取り付けて行きますが、前８mm 横６２mmに出して留めます。

座板の前脚側は８mm前に出ていますので墨付け位置に注意して下さい。下穴を開けてか

ら木ネジで片方２箇所（１枚計４箇所）ずつ留めていきます。座板同士の間隔も８mmです。

木ネジは５７mm使用しています。

ワンポイント

あまった材料で座板の８mmと背板の３０mmのスペーサを作ると位置決めに便利です。

E

背もたれのついたゆったり座れるベンチの完成です。
屋外でお使いの場合は、耐水性のある塗料でペイント
しましょう。

クラフト145



部材７、４は、”もでりん”の材料取りでは別々に切り出しています。ここでは「２．脚を組み立てる」の工程１のように切り出

しました（図－ア参照）。

部材１２は５mm程長めに切り出しましょう（図－ス参照）。

ワンポイント 部材選びについては、曲がり、ねじりの少ないものを選びましょう。




